
定例記者会見（8 月）次第 

 

○日 時 令和 7年 8月 1日（金） 

午前 11 時～ 

○場 所 第三委員会室 

 

＜出席者＞ 

酒田市／市長、副市長、総務部長、企画部長、農林水産部長、 

上下水道部長、市長公室長 

 

酒田記者クラブ／各社 

幹事社／荘内日報・ＮＨＫ 

 

１ 開 会 

（1）市長発表事項 

・節水のお願いについて（上下水道部） 

 

 

・第 31 回酒田市土門拳文化賞受賞者決定のお知らせ（文化政策課） 

 

 

 

（2）酒田記者クラブ 代表質問〔加盟幹事社〕 

  

 

（3）酒田記者クラブ フリー質問〔加盟各社〕 

  

 

（4）酒田記者クラブ加盟社以外の報道機関 フリー質問 

 

   

（5）その他 

 

 

２ 閉 会 

 

 

◆その他配布資料 

・復旧・復興事業の進捗等実施状況 
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令和 7年 8月 1日 

酒田記者クラブ加盟社 各位 

 

節水にご協力ください（第 2 報） 

 

本市の水道水に渇水の影響が生じているため、７月２７日（日）に節水の呼び

かけを行いました。小牧浄水場において通常の浄水処理が困難となったことか

ら、一層の節水に向けた取り組みへのご協力を呼びかけるものです。 
つきましては、取材等に関し特段のご配慮を賜りますようお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○市民への周知／市ホームページ及び公式 LINE等 

○情 報 提 供／酒田記者クラブ加盟各社 

 

 

 
●お問い合わせ／上下水道部管理課 鈴木 朝義 

             工務課 小山 則隆 

℡ 22-1812、FAX 22-2701 

E メール sakata-water@city.sakata.lg.jp 

◆ポイント 

○7 月 27 日以降も、小牧浄水場取水塔の上流付近まで海水の遡上が確認され

てきましたが、取水塔での水質を常時監視し、何とか通常の浄水処理を継続

してきました。 

○しかし、7 月 30 日午後からは、基準値を超えたことで通常の浄水処理が困

難となり、仮設の旧取水井（井戸水）を使用する浄水処理に切り替え、現在

は安定した浄水処理を行っています。 

○取水井（井戸水）を使用する場合は、平田浄水場からの受水量を増量するこ

とで、通常どおりの給水が可能ですが、田沢川ダムの貯水率も少雨により低

下し続けており、今後深刻な事態も懸念されます。 

○今後も渇水が続き、最上川、田沢川ダムの水量が減少し続けた場合は、給水

制限を実施することも想定されます。 

○市内で使用される水量が供給可能水量を超える日が続くと、供給水量が不足

し、断水になる場合もあります。断水を回避するためには、市全体としての

節水への取り組みが不可欠です。 

○市民の皆さまには、より一層の節水に向けた取り組みへのご協力をお願いす

るものです。 



令和７年８月１日 

 

 
 

 

本市の主要な水源の一つである最上川の水量が少雨のため減少し続け、川の水量不

足を原因とする「塩水遡上」により、小牧浄水場の浄水処理に影響が生じています。 

この先まとまった降雨がなければ、渇水により水道水の供給にも影響してくること

から、無理のない範囲で節水の協力をお願いします。 

 

 

 

● お風呂  ● 洗濯 

 
☑ シャワーはこまめに止める 

☑ 残り湯を洗濯、洗車、庭木の 

 水やりなどに再利用する 

☑ 湯量を少なめにする 

  
☑ まとめて洗い、回数を減らす 

☑ お風呂の残り湯を再利用する 

     

● 台所  ● その他 

 
☑ 水を流したままにしない 

☑ 油汚れは紙等でふき取ってから 

 洗う 

  
☑ 歯磨きや洗顔の際に 

 水を流したままにしない 

☑ 洗車はバケツの水で行う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

酒田市上下水道部 TEL ２２‐１８１２ 

 

 

家庭でできる節水の一例 

「節水」とは必要以上に水を使わないことです。 

各ご家庭の生活様式にあわせて工夫していただくようお願いします。 

ご不便をおかけいたしますが、市民の皆さん一人ひとりの節水の取り組みが 

不可欠ですので、ご理解をお願いします。 

上下水道部 お知らせ 検索🔍 

 http://www.city.sakata.lg.jp 

◆問合せ先 
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 酒田記者クラブ加盟社 各位 

 

 第 31 回酒田市土門拳文化賞受賞者決定のお知らせ 
 

 「酒田市土門拳文化賞」は、本市出身の世界的な写真家・土門拳の芸術文化へ

の功績を記念し、写真文化、写真芸術の振興を目的に平成 6 年 6 月に創設され

た賞です。31 回目を迎えた今回は、全国 34 都道府県の 127 人から 135 テーマの

作品が寄せられました。 

 去る 6月 6日（金）、本市において選考委員会を開催し、次のとおり受賞者が

決定したのでお知らせいたします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【授賞式】 

○日時／9月 27 日（土）午後 2時～ 

○場所／土門拳写真美術館 

お問い合わせ 

文化政策課 管理係 村井 

    ℡ 24-2995 FAX 23-2257 

e-mail:bunka@city.sakata.lg.jp 

【土門拳文化賞】（1点） 

「約束のない場所 A Place Without Promise」（カラー30 枚組） 

   山田
や ま だ

 青
じょ

雨
－

 さん（年齢非公表） 沖縄県 

【土門拳文化賞奨励賞】（3点、受付順） 

 （１）「樹木写鑑〈表現者たち〉」（モノクロ 30 枚組） 

 森本
もりもと

 巧
たくみ

さん（71 歳） 大阪府 

 （２）「ＰＡＫＩＳＴＡＮ －か‣し‣ら‣も‣じの国」（カラー30 枚組）  

中沢
なかざわ

 賢治
け ん じ

さん（68 歳） 神奈川県 

 （３）「ここに還る」（モノクロ 30 枚組）  

林
はやし

 歩
あゆみ

さん（59 歳） 千葉県 



1 

 

別紙 

 

１ 選考委員 

   江成 常夫 氏   写真家  九州産業大学名誉教授 

                  （公財）さかた文化財団名誉顧問 

   大西 みつぐ 氏  写真家   

 

２ 選考結果 

（１）酒田市土門拳文化賞（１点） 

「約束のない場所 A Place Without Promise」（カラー30 枚組） 

山田 青雨（やまだ じょー）氏（年齢非公表） 沖縄県 

  

（２）酒田市土門拳文化賞奨励賞（３点、受付順） 

①「樹木写鑑〈表現者たち〉」（モノクロ 30 枚組） 

森本 巧（もりもと たくみ）氏（71 歳） 大阪府 

②「ＰＡＫＩＳＴＡＮ －か‣し‣ら‣も‣じの国」（カラー30 枚組） 

中沢 賢治（なかざわ けんじ）氏（68 歳） 神奈川県 

③「ここに還る」（モノクロ 30 枚組） 

林 歩（はやし あゆみ）氏（59 歳） 千葉県 

 

３ 今後のスケジュール 

（１）授賞式   令和７年９月 27 日（土）午後２時～ 会場：土門拳写真美術館 

（２）受賞作品展 令和７年９月 26 日（金）～10 月 26 日（日）会場：同上 

 

４ 選考委員講評 

＜総 評＞                          江 成 常 夫 

 

歴史的不条理を背景としたロシアのウクライナ侵攻、イスラエルとパレスチナの紛争は

「目には目―」の、明日が見えない殺戮が今なお続いている。そうした中、我が国は、昭和

１００年、敗戦から８０年の節目を迎え、昭和が犯した戦争の過ちを検証、明日への和平を

思索している。  

 土門拳が提唱した「写真リアリズム」、言わば記録性を旨とする写真は、人間社会が普遍

とする和平探索への力と役割を持っている。 

 こうした理念の基、「土門拳文化賞」は今年３１回を迎えた。この「賞」が單写真に基づ

く他のコンテストと異なり、難関とするのは、上限を３０点とする組写真によるもので、テ

ーマの設定はじめ、撮影から構成まで高度な技術が求められる。こうした“難関コンテス

ト”御墨付きの今回の公募にも、ほぼ例年に並ぶ、全国３４都道府県から１２７人、１３５

テーマ作が寄せられた。 

 応募作を鳥瞰図的に寸言すれば、物質文明のツケとしての環境問題、高齢化社会にともな

う生と死の喜びと悲しみ、戦争の影を落とす歪な町、国外では窮乏に喘ぐ人の群れ。卓越し

定例記者会見資料 
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た表現技術で切り取った作が目を引いた。 

 このように「ハイアマチュアのプロへの登竜門」を謳った「土門拳文化賞」は、年ごと成

果をあげ、一地域に止まらず、写真文化の世界に広く通じるに至っている。 

 カオスの社会を“鏡”として明日への和平に機能する「土門拳文化賞」のさらなる発展を

念じたい。 

 

 

＜土門拳文化賞授賞作品講評＞                 江 成 常 夫 

 

◇「約束のない場所 A Place Without Promise」  山田 青雨さん作品 

今回の「土門拳文化賞」作品に接し、１９７２年、沖縄本土復帰に際し、初めてその地を踏

んだ時のことを思い起こした。 

 那覇市の繁華街・国際通りでは年老いたお婆ちゃんがドル札を片手に商いをし、米軍嘉手

納基地ではフェンスにへばりついた畑で農夫が鎌を振っていた。そしてまた基地に隣接した

米兵相手の歓楽街、沖縄コザ市の BC 通りでは、若い米兵と日本人がディープキスを交わして

いた。こうした光景は「基地の中の沖縄」をまざまざと印象づけた。 

 そして沖縄本土復帰から半世紀余り、今ある沖縄の日常を切り取った受賞作『約束がない

場所』には、この長い歳月、時が止まったままの沖縄が記されている。この内外が混沌の時

代にあって、「『戦争のない時代』を生きているはずの私たちが今なお『戦争の延長線上』に

いる」。今ある本土の日本人にとって、この写真作に付された言葉の意味は深く極めて重いと

言える。 

 

＜土門拳文化賞奨励賞受賞作品講評＞              大 西 みつぐ 

 

◇「樹木写鑑〈表現者たち〉」  森本 巧さん作品 

コレクションとしての、あるいは図鑑としての写真のありようは昔から評価されてきた。それ

はとりもなおさず「記録」という土台が写真にあるからだ。作者の「行為」もまたそうした地道

な努力により結晶されるべきものなのだが、「樹木から語りかけてくるもの」に対し懸命に「目

を傾けて」いる点が好ましい。それらは造形感覚だけでは収まらない「表象」というところまで

に行き着く崇高な作業かもしれない。黙々と対話して撮ること。かつて土門先生が試みた撮影の

ありようは今も続く。 

 

◇「ＰＡＫＩＳＴＡＮ －か‣し‣ら‣も‣じの国」  中沢 賢治さん作品 

英国からの独立運動の時代に 5 つの地方の頭文字を国名にしたパキスタン。現在インドとの停

戦合意はしたものの対立は続いている(2025 年 6 月現在)。かつて開発支援の仕事で中央アジアに

駐在した経験を生かし、ここ数年通い続けたパキスタンの町や村が生き生きと活写されている。

国と人々に積まれた問題は数あれど、自由闊達に遊ぶ子供たち、働く人々のまっすぐな視線など

に希望がしっかりうかがえる。巧みなカメラワークと変化ある組写真としての構成力が光ってい

る。 

 

◇「ここに還る」  林 歩さん作品 

作者は千葉県の農村地区に嫁いだ。そして「土に生まれ朽ちてまた還る」という環をカメ

ラを持つことで自覚的、あるいは内省的に想うことから表現活動を広げていく。「先祖」と

いう目に見えない制約や日々の葛藤、家と土が織りなす物語は、作者ならではの眼差しを起

点としてモノクロ独特のトーンと質感により美しく、また儚げに再現されている。山や森や

林が聖なる空間として作者と共鳴し、言葉を過剰に用いることも拒絶させ、「写真」ならで

はの思索世界に導いている。 
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５ これまでの応募状況 

 

年度 回 
応募者数 

（男・女・不明） 

テーマ数 

（モノクロ・カラー・混合） 
作品枚数 都道府県 

R７ 31 127 （91・34・2） 135 （62・65・8） 3,677 34 

R６ 30 108 （83・22・3） 117 （54・63・0） 3,137 36 

R５ 29 102 （77・25・0） 108 （54・54・0） 2,924 39 

R４ 28 106 （87・16・3） 116 （52・62・2） 3,052 35 

R３ 27 124 （96・28・0） 128 （51・72・5） 3,391 35 

R２ 26 138 （106・29・3） 145 （54・90・1） 3,861 37 

R１ 25 137 （104・33） 143 （61・77・5） 3,885 35 

H29 24 131 （100・31） 146 （80・60・6） 3,923 36 

H28 23 131 （111・20） 143 （56・75・12） 3,879 36 

H27 22 135 （110・25） 143 （52・83・8） 3,892 35 

H26 21 117 （ 98・19） 130 （64・62・4） 3,446 33 

H25 20 128 （105・23） 140 （50・78・12） 3,632 41 

H24 19 147 （121・26） 155 （63・79・13） 3,981 36 

H23 18 156 （141・15） 161 （53・102・6） 4,179 41 

H22 17 144 （127・17） 151 （68・79・4） 3,867 37 

H21 16 136 （107・29） 154 （53・93・8） 2,979 35 

H20 15 127 （112・15） 134 （43・89・2） 2,902 36 

H19 14 147 （121・26） 155 （56・94・5） 3,442 40 

H18 13 101 （ 81・20） 116 （57・53・6） 2,861 30 

H17 12 111 （ 87・24） 117 （66・48・3） 2,999 32 

H16 11 124 （ 95・29） 124 （51・69・4） 2,848 36 

H15 10 110 （ 92・18） 120 （56・61・3） 2,849 29 

H14 ９ 103 （ 84・19） 109 （49・54・6） 2,808 30 

H13 ８ 136 （114・22） 142 （68・68・6） 3,311 35 

H12 ７ 115 （ 97・18） 124 （75・47・2） 3,006 38 

H11 ６ 119 （ 96・23） 127 （67・58・2） 2,739 34 

H10 ５ 139 （108・31） 150 （74・71・5） 3,134 36 

H９ ４ 138 （110・28） 151 （82・67・2） 3,144 37 

H８ ３ 151 （124・27） 170 （80・86・4） 2,835 34 

H７ ２ 104 （ 93・11） 114 （50・59・5） 1,938 34 

H６ １ 108 （103・ 5） 130 （62・66・2） 2,453 37 



第 31 回酒田市土門拳文化賞受賞作品 

「約束
やくそく

のない場所
ば し ょ

」“A Place Without Promise”  山田
や ま だ

 青
じょ

雨
ー

（沖縄県） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

代表作 1 点を掲示する場合はこの作品をご使用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



酒田市企画部文化政策課 

TEL 0234-24-2995 

E メール bunka@city.sakata.lg.jp 

第 31 回酒田市土門拳文化賞奨励賞受賞作品(3 点) 

「樹木
じゅもく

写
しゃ

鑑
かん

＜表現者
ひょうげんしゃ

たち＞」 森本
もりもと

 巧
たくみ

（大阪府） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「PAKISTAN - か・し・ら・も・じの国
くに

」 中沢
なかざわ

 賢治
け ん じ

（神奈川県） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ここに還
かえ

る」 林
はやし

 歩
あゆみ

（千葉県） 
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酒田市被災者生活支援・地域支え合いセンターによる訪問等記録（基本方針１関係）［担当課：地域福祉課］　R7.7.15現在

・訪問対象世帯（単位：世帯） ・訪問等件数（単位：件）

区分 みなし仮設 在宅 公営住宅等 合計 訪問 電話 来所 その他 合計

令和6年11月 6 195 52 253 305 3 2 0 310

令和6年12月 6 202 45 253 132 9 2 2 145

令和7年1月 10 201 42 253 80 11 1 0 92

令和7年2月 8 204 41 253 160 7 2 7 176

令和7年3月 8 210 38 256 125 5 1 0 131

令和7年4月 7 212 37 256 143 9 0 6 158

令和7年5月 7 215 34 256 164 15 2 2 183

令和7年6月 7 219 30 256 158 24 1 6 189

令和7年7月 7 222 27 256 160 8 1 1 170

※訪問対象世帯は、主に準半壊以上の被災世帯 1,427 91 12 24 1,554

・相談内容（単位：件）

相談内容 越冬 家族関係 経済面
居住関係

（仮設）

居住関係

（再建）
就労関係

介護・

福祉関係

健康・

医療関係
その他 要望なし 合計

令和6年11月 13 3 5 8 46 1 1 9 35 56 177

令和6年12月 55 3 6 7 34 1 2 11 7 5 131

令和7年1月 23 3 8 1 28 2 2 20 7 15 109

令和7年2月 22 9 4 3 68 0 5 35 14 11 171

令和7年3月 3 6 2 7 27 0 3 21 22 22 113

令和7年4月 0 3 6 4 39 1 4 31 23 23 134

令和7年5月 0 4 6 0 47 0 0 34 32 34 157

令和7年6月 0 6 7 4 56 0 3 29 29 38 172

令和7年7月 0 5 6 3 26 0 5 21 24 40 130

合計 116 42 50 37 371 5 25 211 193 244 1,294

・見守り区分（単位：世帯・％）

世帯数 構成比 世帯数 構成比 世帯数 構成比 世帯数 構成比 世帯数 構成比 世帯数 構成比

令和7年2月 26 10.3 46 18.2 22 8.7 1 0.4 158 62.4 253 100.0

令和7年3月 40 15.6 68 26.6 29 11.3 1 0.4 118 46.1 256 100.0

令和7年4月 45 17.6 96 37.5 50 19.5 2 0.8 63 24.6 256 100.0

令和7年5月 40 15.6 101 39.5 54 21.1 2 0.8 59 23.0 256 100.0

令和7年6月 39 15.2 116 45.3 71 27.7 14 5.5 16 6.3 256 100.0

令和7年7月 32 12.5 125 48.8 74 28.9 16 6.3 9 3.5 256 100.0

※訪問頻度の目安　Ａ：1か月以内に再訪問　Ｂ：2～3か月以内に再訪問　Ｃ：3～4か月以内に再訪問　　ただし、支援状況を見て変更もありうる。

・再建支援区分（単位：世帯・％）

世帯数 構成比 世帯数 構成比 世帯数 構成比 世帯数 構成比 世帯数 構成比 世帯数 構成比

令和7年2月 2 0.8 3 1.2 4 1.6 1 0.4 243 96.0 253 100.0

令和7年3月 27 10.5 9 3.5 17 6.6 10 3.9 193 75.5 256 100.0

令和7年4月 103 40.2 15 5.9 44 17.2 17 6.6 77 30.1 256 100.0

令和7年5月 154 60.2 17 6.6 53 20.7 18 7.0 14 5.5 256 100.0

令和7年6月 177 69.2 17 6.6 32 12.5 18 7.0 12 4.7 256 100.0

令和7年7月 193 75.4 8 3.1 32 12.5 12 4.7 11 4.3 256 100.0

・ふるさとカフェ等開催実績（単位：回・人）

実施回数 参加者数 実施回数 参加者数 実施回数 参加者数 実施回数 参加者数 実施回数 参加者数

令和6年12月 1 20 1 20

令和7年1月 1 5 3 47 1 13 5 65

令和7年2月 1 5 3 55 1 15 1 6 6 81

令和7年3月 1 6 2 49 1 16 4 71

令和7年4月 3 66 1 17 1 5 5 88

令和7年5月 2 37 1 16 3 53

令和7年6月 3 59 1 17 4 76

令和7年7月 1 19 1 18 2 37

合計 3 16 18 352 7 112 2 11 30 491

合計

区分
再建可能世帯 日常生活支援世帯

住まいの再建

支援世帯

西荒瀬地区 八幡地区 松山地区 市街地・その他

令和7年3月

令和7年4月

令和7年5月

令和7年6月

区分
Ａ：重点訪問 Ｂ：定期訪問 Ｃ：不定期訪問 Ｄ：訪問の必要なし

区分

令和6年11月

令和6年12月

令和7年1月

令和7年2月

合計

令和7年7月

日常生活・住まいの

再建支援世帯
未判定

合計

未訪問・調査中等

合計



各種インフラの復旧状況（基本方針２・３関係）　R7.7.15現在

１．インフラの種類ごとの被害概要

復旧が必要なインフラ等 主な被害

東横線など24件 法面崩壊、路肩決壊等

大平沢橋など4件 高欄破損及び落橋

熊沢川など11件 河岸洗堀、護岸決壊等

市営住宅荒町団地（12戸） 住宅の床上・床下浸水、フェンスの破損等

鳥海南麓幹線農道ほか 法面崩落、路肩崩落等

揚水機場、幹線水路ほか 土砂等堆積、機器損傷等

田・畑 土砂等堆積、畦畔損傷等

荒瀬川水管橋など12施設 水道管の断裂・損傷等

八幡浄化センターなど2施設 水没による処理機能停止

青沢地区農業集落排水施設 擁壁崩壊

２．復旧事業の進捗状況

種類
担当課又は

担当機関
復旧が必要なインフラ等の名称 被害の概要 進捗状況

工事着手時期また

は着手予定時期

工事完了時期また

は完了予定時期

備考（具体的な進捗状況）

※災害査定中、工事発注済など

農業用施設 農林水産課 山本排水路 堆積土砂撤去 工事完了 R6.8 R6.12.12 応急仮工事により完了

農業用施設 農林水産課 常禅寺堰 取入ゲート、水路復旧 工事完了 R6.8 R7.3.27 応急仮工事により完了

農業用施設 農林水産課 南野前田堰、大俣堰 堆積土砂撤去 工事完了 R6.8 R7.3.27 応急仮工事により完了

農業用施設 農林水産課 大蒸野揚水機場
ポンプ、モーター、電気設備、付帯設備等

更新
工事完了 R6.8 R7.3.28 応急本工事により完了

農業用施設 農林水産課 新豊井堰揚水機場 減速機交換 工事完了 R6.8 R7.3.17 応急本工事により完了

農業用施設 農林水産課 白玉堰 堆積土砂撤去 工事完了 R6.8 R7.3.28 応急本工事により完了

農業用施設 農林水産課 新堀揚水機 揚水ポンプ等更新 工事完了 R6.8 R7.3.27 応急仮工事により完了

農業用施設 農林水産課 新堀第二揚水機場 揚水ポンプ等更新 工事完了 R6.8 R7.3.27 応急本工事により完了

農業用施設 農林水産課 落野目揚水機場 揚水ポンプ等更新 工事完了 R6.8 R7.3.27 応急本工事により完了

農業用施設 農林水産課 横根山揚水機場設備 仮設ポンプ等設置 工事発注済 R6.8 R7.12.26 工事発注済

農業用施設 農林水産課 平田揚揚水機場 揚水ポンプ等更新 工事完了 R6.8 R7.2.7 応急本工事により完了

農業用施設 農林水産課 宮内揚水機場
ポンプ、モーター、電気設備、除塵機等更

新
工事発注済 R7.3 R8.1.30 工事発注済

農業用施設 農林水産課 宮内導水路 堆積土砂撤去 工事発注済 R7.6 R7.8.8 工事発注済

農業用施設 農林水産課 福島揚水機
ポンプ、モーター、電気設備、除塵機等更

新
工事発注済 R7.3 R8.10.12 工事発注済

農業用施設 農林水産課 新豊井導水路 堆積土砂撤去 工事完了 R7.3 R7.5.26 工事完了

農業用施設 農林水産課 興休揚水機場導水路、物見森沢堰 堆積土砂撤去 工事完了 R7.3 R7.5.30 工事完了

農業用施設 農林水産課 横根山揚水機場 揚水ポンプ等更新 工事発注済 R7.7 R8.3.27 工事発注済

農業用施設 農林水産課 奥井揚水機場 揚水ポンプ等更新 工事完了 R7.2 R7.4.30 工事完了

農業用施設 農林水産課 新堀揚水機場 揚水ポンプ等更新 工事発注済 R7.3 R8.3.19 工事発注済

農業用施設 農林水産課 新豊井堰揚水機場、下井皿揚水機場
流量計、合流制水弁、除塵機、電動機等更

新
工事発注前 未定 未定 設計業務発注済

農業用施設 農林水産課 茨堰揚水機場、郷之目第二揚水機場
流量計、合流制水弁、除塵機、電動機等更

新
工事発注前 未定 未定 設計業務発注済

農業用施設 農林水産課
前門揚水機場、観音寺・日向川右岸地区圧力

伝送装置

流量計、合流制水弁、除塵機、電動機等更

新
工事発注前 未定 未定 設計業務発注済

農業用施設 農林水産課 横根山揚水機場 防水壁・防水扉 工事発注前 未定 未定 設計業務発注済

農業用施設 農林水産課 宮内揚水機場
建屋止水対策　入口・搬入口扉交換、通気

口閉塞
工事発注前 未定 未定 設計業務発注済

農業用施設 農林水産課 福島揚水機場
窓サッシ交換、入口・シャッター交換、通

気口閉塞
工事発注前 未定 未定 設計業務発注済

農業用施設 農林水産課 藤塚揚水機場 入口・シャッター交換 工事発注前 未定 未定 設計業務発注済

農業用施設 農林水産課 平田揚揚水機場 防水壁・防水扉 工事発注前 未定 未定 設計業務発注済

農業用施設 農林水産課 大蒸野揚水機場 解体工・基礎工・木工・板金工 工事発注前 未定 未定 設計業務発注済

農業用施設 農林水産課 新堀揚水機場 防水壁設置・建屋防腐処理 工事発注前 未定 未定 設計業務発注済

農地・農業用

施設
農林水産課

宮海・穂積・塚渕・米島地内

農地・農道・水路
土砂撤去 工事発注済 R7.5.30 R8.3.31 工事発注済

農地 農林水産課
刈屋地内

農地
土砂撤去 工事発注前 未定 未定 公告中

農地・農業用

施設
農林水産課

中台線

地見興屋地内　農地・水路

道路崩落等

土砂撤去
工事発注前 未定 未定 設計業務発注済

農地・農業用

施設
農林水産課

北青沢・大蕨・下青沢地内

農地・農道・水路
土砂撤去、道路崩落等 工事発注前 未定 未定 公告→不調

農地・農業用

施設
農林水産課 升田地内　農地・水路・畦畔 土砂撤去、畦畔復旧 工事発注前 未定 未定 公告中

農地・農業用

施設
農林水産課

草津・泥沢・下黒川・新出地内

農地・農道・水路
土砂撤去、道路法面の崩落等 工事発注前 未定 未定 公告中

農業用施設 農林水産課 鳥海南麓11号線 道路崩落等 工事発注前 未定 未定 公告中

農地・農業用

施設
農林水産課

山寺・西坂本・北俣・小林・山元地内

農地・農道・水路・畦畔
土砂撤去、畦畔復旧、道路法面の崩落等 工事発注前 未定 未定 公告中

農業用施設 農林水産課 鳥海南麓5号線 道路崩落等 工事発注前 未定 未定 設計業務発注済

農業用施設 農林水産課
二タ子線、鳥海南麓重倉線

常禅寺堰、石田堰、三保六堰、前田堰

道路崩落等

土砂撤去、堰堤・水路復旧等
工事発注前 未定 未定 設計業務発注済

農業用施設 農林水産課 下黒川線 道路崩落等 工事発注前 未定 未定 設計業務発注済

農業用施設 農林水産課
中牧田地内　農道

才形堰

法面の崩落等

頭首工復旧
工事発注前 未定 未定 設計業務発注済

道路 土木課 東横線 法面の崩壊等 工事完了 R6.9 R6.12.20 応急本工事により完了

道路 土木課 緑沢線 法面の崩壊等 工事発注済 R7.5 R7.8.29 工事発注済（第３工区）

道路 土木課 前山線 法面の崩壊等 工事発注前 R7.8 R8.3.31 県の復旧計画との調整中

道路 土木課 古升田線 法面の崩壊 工事発注済 R7.5 R8.3.27 工事発注済（第２工区）

道路 土木課 日潟線 道路崩落 工事発注前 R7.8 R8.3.31 農地復旧との調整中

道路 土木課 大平沢線 法面の崩壊 工事発注済 R7.5 R7.8.29 工事発注済（第３工区）

道路 土木課 六助早田線 護岸欠壊 工事発注済 未定 未定 荒瀬川改修工事との調整が必要

道路 土木課 新出升田線 道路流出及び路肩欠壊 工事完了 R6.8 R7.3.31 応急本工事により完了

道路 土木課 升田大台野線 道路崩落等 工事発注済 R7.5 R7.8.1 工事発注済（第１工区）

道路 土木課 大芦沢貝沢線 道路崩落 工事発注済 R7.5 R8.3.9 工事発注済（第５工区）

道路 土木課 三保六李代線 道路流出及び護岸欠壊 工事発注済 中止 中止 荒瀬川改良工事により復旧

道路 土木課 芦沢線 路肩欠壊等 工事発注済 R7.5 R8.3.9 工事発注済（第５工区）

道路 土木課 上青沢海ケ沢線 舗装流出等 工事発注済 R7.5 R7.10.20 工事発注済（第６工区）

定例記者会見資料

水道施設

下水道施設

農業集落排水施設

種類

道路

橋梁

河川

公営住宅

農道

農業用施設

農地



道路 土木課 北境境川線 法面崩落等 工事発注済 R7.3 R7.11.21 工事発注済（第７工区）

道路 土木課 鳥海南麓１号線 法面崩落 工事発注済 R7.3 R7.11.21 工事発注済（第７工区）

道路 土木課 田沢新田南田沢線 路肩欠壊 工事発注済 R7.3 R7.11.21 工事発注済（第７工区）

道路 土木課 桜の里線 路肩欠壊 工事発注済 R7.4 R7.9.11 工事発注済（第10工区）

道路 土木課 十二滝線 路肩欠壊等 工事発注済 R7.5 R7.8.8 工事発注済（第８工区）

道路 土木課 上青沢海ケ沢線 路肩欠壊 工事発注済 R7.5 R7.8.8 工事発注済（第８工区）

道路 土木課 鳥越山線 路肩欠壊 工事発注済 R7.3 R7.11.21 工事発注済（第７工区）

道路 土木課 辰ヶ湯線 法面崩落 工事発注済 R7.5 R7.9.16 工事発注済（第９工区）

道路 土木課 早坂家ノ前線 護岸欠壊 工事発注前 未定 未定 荒瀬川改修工事との調整が必要

道路 土木課 経塚線 法面崩落 工事発注済 R7.5 R7.9.16 工事発注済（第９工区）

道路 土木課 白糸線 道路崩落 工事発注済 R7.5 R7.9.16 工事発注済（第９工区）

橋梁 土木課 大平沢橋 高欄破損 工事発注済 R7.5 R7.6.30 工事発注済（第３工区）

橋梁 土木課 草田橋 高欄破損、護岸決壊 工事発注済 R7.8 R7.9.30 工事発注済（第４工区）

橋梁 土木課 君畑橋 落橋 工事発注前 未定 未定 県の復旧計画との調整中

橋梁 土木課 谷地田橋 落橋 工事発注前 未定 未定 設計業務発注済

河川 土木課 熊沢川 河岸洗堀 工事発注済 R7.5 R7.10.31 工事発注済（第12工区）

河川 土木課 滝ノ沢川 河岸洗堀 工事発注済 R7.5 R8.2.10 工事発注済（第11工区）

河川 土木課 塚沢川 河川閉塞、護岸決壊 工事発注済 R7.5 R7.12.26 工事発注済（第13工区）

河川 土木課 前貝沢川 護岸欠壊 工事発注済 R7.5 R7.8.29 工事発注済（第14工区）

河川 土木課 沢ノ内川 護岸欠壊 工事発注済 R7.6 R8.2.27 工事発注済（第15工区）

河川 土木課 湯ノ沢川 背面盛土流出 工事発注済 R7.11 R8.2.27 工事発注済（第15工区）

河川 土木課 平沢川 護岸欠壊 工事発注済 R7.4 R8.1.16 工事発注済（第16工区）

河川 土木課 矢流川 護岸欠壊 工事発注済 R7.5 R7.11.7 工事発注済（第17工区）

河川 土木課 内山川 護岸欠壊 工事発注済 R7.4 R7.7.31 工事発注済（第18工区）

河川 土木課 新井田川 護岸欠壊 工事発注済 R7.5 R7.11.7 工事発注済（第17工区）

河川 土木課 大俣川 護岸欠壊 工事発注前 R7.10 R8.3.31

公営住宅 建築課 市営住宅荒町団地（12戸） 住宅の床上・床下浸水、フェンスの破損等 工事発注前
R6.8(応急対応)

R7.8(住宅復旧)
R7.11

応急対応済

R6年度は応急対応のみ実施（床下の泥出し、消毒、乾燥）

水道施設 工務課 荒瀬川水管橋 水管橋の流失 工事発注済 R7.5 R8.3 応急仮復旧済、工事発注済（麓地内）

水道施設 工務課 谷地田橋水道添架管 水道添架管の断裂 工事発注前 未定 未定 応急仮復旧済、橋の架け替えに合わせて施工予定（調整中）

水道施設 工務課 三保六橋水道添架管 水道添架管の断裂 工事発注済 R7.6 R8.3 応急仮復旧済、工事発注済（上青沢地内ほかその２）

水道施設 工務課 君畑橋水道添架管 水道添架管の断裂 工事発注済 R7.6 R7.12 応急仮復旧済、工事発注済（下青沢地内ほかその１）

水道施設 工務課 芦沢橋水道添架管 水道添架管の損傷 工事発注済 R7.6 R8.3 応急仮復旧済、工事発注済（上青沢地内ほかその２）

水道施設 工務課 家の前橋水道添架管 水道添架管の断裂 工事発注前 未定 未定 応急仮復旧済、施工時期調整中

水道施設 工務課 白玉橋水道添架管 水道添架管の損傷 工事発注前 未定 未定 応急仮復旧済、施工時期調整中

水道施設 工務課 中台橋水道添架管 水道添架管の損傷 工事発注済 R7.6 R8.3 応急仮復旧済、工事発注済（上青沢地内ほかその２）

水道施設 工務課 配水管（国道344号） 水道管の断裂 工事発注済 R7.3 R8.3 応急仮復旧済、工事発注済（上青沢地内ほかその１）

水道施設 工務課 配水管（一般県道鳥海公園青沢線） 水道管の損傷 工事発注済 R7.3 R8.3 応急仮復旧済、工事発注済（上青沢地内ほかその１）

水道施設 工務課 配水管（市道大芦沢貝沢線） 水道管の断裂 工事発注済 R7.3 R8.3 応急仮復旧済、工事発注済（上青沢地内ほかその１）

水道施設 工務課 配水管（市道古升田線） 水道管の断裂 工事発注済 R7.3 R8.3 応急仮復旧済、工事発注済（上青沢地内ほかその１）

下水道施設 工務課 八幡浄化センター 水没による処理機能停止 工事発注済 R7.5 R9.3
仮設運転実施中、工事発注済（日本下水道事業団との工事委託協

定）

下水道施設 工務課 松山浄化センター 水没による処理機能停止 工事完了 R6.7 R6.8 仮設運転実施中（統合予定のため仮設で完了）

農業集落排水

処理施設
工務課 青沢地区農業集落排水処理施設 荒瀬川の氾濫による擁壁崩壊 工事発注前 未定 未定 応急仮復旧済、河川改修に合わせて施工予定（調整中）


